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た
理
由
の
ひ
と
つ
を
、
「
ޏ

会
人
ַ
׸
が
あ
る
」
か
ら
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、
府
ࡃ
間
஢
ૉ
者
や
中

૞
ۏ
用
者
へ
の
׫
޿
が
Ղ
め

ら
れ
て
い
た
時
、
「
見
た
൹

平
成
22
年
度
̟
ڂ
の
׫
޿
を

見
直
し
、
府
ࡃ
間
஢
ૉ
者
や

中
૞
ۏ
用
者
を
ड
ٙ
税
法
׫

޿
の
ু
ࡖ
と
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ӈ
に
１
年

ַ
過
し
た
ۏ
用
者
の
׫
޿
実

施
も
ࠚ
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

特
有
の
辛
さ
あ
る

当
局
は
、
ޏ
会
人
ۏ
用
者

か
ら
ड
ٙ
税
法
׫
޿
を
৴
っ

た
理
由
の
ひ
と
つ
を
、
「
ޏ

会
人
ַ
׸
が
あ
る
」
か
ら
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、
府
ࡃ
間
஢
ૉ
者
や
中

૞
ۏ
用
者
へ
の
׫
޿
が
Ղ
め

ら
れ
て
い
た
時
、
「
見
た
൹

は
上
席
か
調
ڻ
官
ǒ
ラ
ス
で

あ
り
、
短
す
ž
る
׫
޿
の
た

め
、
ૐ
๺
α
ু
や
ॾ
ق
α
ু
、

調
ڻ
等
で
気
յ
労
が
絶
え
な

い
」
（
当
時
の
ࣹ
年
部
長
の

追
及
）
と
同
様
で
あ
り
、
議

論
は
ࢫ
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
局
に
は
、
ۏ
用
に
よ
る

差
別
の
な
い
׫
޿
を
実
施
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

は
上
席
か
調
ڻ
官
ǒ
ラ
ス
で

あ
り
、
短
す
ž
る
׫
޿
の
た

め
、
ૐ
๺
α
ু
や
ॾ
ق
α
ু
、

調
ڻ
等
で
気
յ
労
が
絶
え
な

い
」
（
当
時
の
ࣹ
年
部
長
の

追
及
）
と
同
様
で
あ
り
、
議

論
は
ࢫ
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
局
に
は
、
ۏ
用
に
よ
る

差
別
の
な
い
׫
޿
を
実
施
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

ड
ٙ
税
法
׫
޿
も
、
「
仕

事
を
п
え
た
い
」
と
い
う
ࣹ

年
要
求
に
反
し
て
、
各
職
場

任
せ
だ
っ
た
̾
成
か
ら
、
一

定
期
間
の
ַ
׸
後
の
׫
޿
を

ࢎ
औ
す
る
よ
う
要
求
し
、
２

０
０
９
年
に
実
現
し
ま
し
た
。

税
務
大
ч
ٞ
で
の
೼
言
や

時
間
П
行
事
の
β
し
付
け
に

よ
る
ു
払
い
残
業
な
ど
の
非

常
ݮ
の
ڭ
絶
は
、
一
つ
ひ
と

つ
の
事
実
を
上
げ
な
が
ら
、

長
い
間
要
求
し
て
い
ま
す
が
、

ड
ٙ
税
法
׫
޿
も
、
「
仕

事
を
п
え
た
い
」
と
い
う
ࣹ

年
要
求
に
反
し
て
、
各
職
場

任
せ
だ
っ
た
̾
成
か
ら
、
一

定
期
間
の
ַ
׸
後
の
׫
޿
を

ࢎ
औ
す
る
よ
う
要
求
し
、
２

０
０
９
年
に
実
現
し
ま
し
た
。

税
務
大
ч
ٞ
で
の
೼
言
や

時
間
П
行
事
の
β
し
付
け
に

よ
る
ു
払
い
残
業
な
ど
の
非

常
ݮ
の
ڭ
絶
は
、
一
つ
ひ
と

つ
の
事
実
を
上
げ
な
が
ら
、

長
い
間
要
求
し
て
い
ま
す
が
、

一
進
一
退
と
な
っ
て
お
り
、

〝
時
代
の
ঞ
ଐ
み
〟
状
ে
で

す
。ち

ょ
っ
と
意
П
か
も
し
れ

一
進
一
退
と
な
っ
て
お
り
、

〝
時
代
の
ঞ
ଐ
み
〟
状
ে
で

す
。ち

ょ
っ
と
意
П
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
国
ड
ۏ
用
者
の

職
場
で
の
地
̡
向
上
や
、
税

大
本
ϛ
も
組
合
の
要
求
と
ї

動
で
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
せ
ん
が
、
国
ड
ۏ
用
者
の

職
場
で
の
地
̡
向
上
や
、
税

大
本
ϛ
も
組
合
の
要
求
と
ї

動
で
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
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数
人
の
職
場
で
も
互
い
に

賄
い
を
す
る
な
ど
、
「
食

べ
る
こ
と
」
と
「
仕
事
の

効
率
」
が
連
動
し
て
い
る

こ
と
、
昼
食
を
楽
し
み
に

仕
事
を
し
て
い
る
様
子
が

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

署
長
さ
ん
、
こ
ん
な
事

情
知
っ
て
ま
す
か
。

過
労
死
促
進
改
革

【
東
大
阪
支
部
】

９
月
15
日
、
労
働
政
策

審
議
会
は
「
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
案
要
綱
」
を
答
申
し
ま

し
た
。
こ
の
法
律
案
は
、

「
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
、
納
得
の
い
く

働
き
方
」
に
は
程
遠
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
労
働
時
間
の
上
限
規
制

→
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で
容

認
。

②
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
→
過

労
死
し
て
も
自
己
責
任
。

③
裁
量
労
働
制
の
拡
大
→

営
業
職
の
タ
ダ
働
き
拡
大
。

④
同
一
労
働
同
一
賃
金
→

格
差
の
温
存
・
固
定
化
。

⑤
最
低
賃
金
→
時
給
千
円

は
遠
く
、
地
域
間
格
差
拡

大
。

⑥
解
雇
の
金
銭
解
決
→
リ

ス
ト
ラ
促
進
の
道
具
。

労
働
審
議
会
は
労
働
者

の
声
の
排
除
と
、
無
権
利
・

低
収
入
を
増
や
す
「
柔
軟

な
働
き
方
」
を
狙
っ
て
い

ま
す
。

数
人
の
職
場
で
も
互
い
に

賄
い
を
す
る
な
ど
、
「
食

べ
る
こ
と
」
と
「
仕
事
の

効
率
」
が
連
動
し
て
い
る

こ
と
、
昼
食
を
楽
し
み
に

仕
事
を
し
て
い
る
様
子
が

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

署
長
さ
ん
、
こ
ん
な
事

情
知
っ
て
ま
す
か
。

過
労
死
促
進
改
革

【
東
大
阪
支
部
】

９
月
15
日
、
労
働
政
策

審
議
会
は
「
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
案
要
綱
」
を
答
申
し
ま

し
た
。
こ
の
法
律
案
は
、

「
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
、
納
得
の
い
く

働
き
方
」
に
は
程
遠
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
労
働
時
間
の
上
限
規
制

→
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で
容

認
。

②
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
→
過

労
死
し
て
も
自
己
責
任
。

③
裁
量
労
働
制
の
拡
大
→

営
業
職
の
タ
ダ
働
き
拡
大
。

④
同
一
労
働
同
一
賃
金
→

格
差
の
温
存
・
固
定
化
。

⑤
最
低
賃
金
→
時
給
千
円

は
遠
く
、
地
域
間
格
差
拡

大
。

⑥
解
雇
の
金
銭
解
決
→
リ

ス
ト
ラ
促
進
の
道
具
。

労
働
審
議
会
は
労
働
者

の
声
の
排
除
と
、
無
権
利
・

低
収
入
を
増
や
す
「
柔
軟

な
働
き
方
」
を
狙
っ
て
い

ま
す
。

職
員
の
昼
飯
事
情

【
京
滋
支
部
】

署
内
食
堂
（
〝
賄
い
さ

ん
〟
の
い
る
食
堂
）
が
無

く
な
り
、
昼
休
み
が
短
く
、

近
く
に
飲
食
店
が
少
な
い

た
め
、
自
前
弁
当
や
出
前

弁
当
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
等

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
、
菓
子
パ
ン
や

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
と
い
う

職
員
も
い
ま
す
。

当
局
は
、
「
職
員
の
健

職
員
の
昼
飯
事
情

【
京
滋
支
部
】

署
内
食
堂
（
〝
賄
い
さ

ん
〟
の
い
る
食
堂
）
が
無

く
な
り
、
昼
休
み
が
短
く
、

近
く
に
飲
食
店
が
少
な
い

た
め
、
自
前
弁
当
や
出
前

弁
当
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
等

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
、
菓
子
パ
ン
や

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
と
い
う

職
員
も
い
ま
す
。

当
局
は
、
「
職
員
の
健

康
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
」
と
言
い
つ
つ
も
、
署

の
「
厚
生
」
は
、
民
間
と

は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

市
内
で
残
っ
て
い
る
食

堂
は
、
左
京
と
上
京
だ
け

で
す
。
下
京
で
も
撤
退
し

ま
し
た
。
職
員
の
健
康
を

気
遣
う
方
法
と
し
て
、
賄

人
食
堂
を
維
持
す
る
工
夫

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
昼
食
時
に

『
サ
ラ
め
し
』
と
い
う
番

組
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

康
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
」
と
言
い
つ
つ
も
、
署

の
「
厚
生
」
は
、
民
間
と

は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

市
内
で
残
っ
て
い
る
食

堂
は
、
左
京
と
上
京
だ
け

で
す
。
下
京
で
も
撤
退
し

ま
し
た
。
職
員
の
健
康
を

気
遣
う
方
法
と
し
て
、
賄

人
食
堂
を
維
持
す
る
工
夫

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
昼
食
時
に

『
サ
ラ
め
し
』
と
い
う
番

組
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
高
裁
第
二
小
法
廷
（
裁

判
官
・
菅
野
博
之
、
小
貫
芳

信
、
鬼
丸
か
お
る
、
山
本
庸

幸
）
は
10
月
20
日
、
「
公
務

員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」
に
つ

い
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の

意
見
と
し
て
上
告
を
棄
却
し
、

上
告
審
と
し
て
受
理
し
な
い

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

判
決
は
、
高
裁
判
決
を
、

憲
法
解
釈
に
も
法
令
解
釈
に

も
誤
り
が
な
い
も
の
と
決
め

つ
け
、
一
度
の
審
理
も
開
か

ず
、
門
前
払
い
す
る
も
の
で

し
た
。

国
公
労
連
・
鎌
田
書
記
長

は
直
ち
に
抗
議
声
明
を
発
出

し
ま
し
た
。

最
高
裁
第
二
小
法
廷
（
裁

判
官
・
菅
野
博
之
、
小
貫
芳

信
、
鬼
丸
か
お
る
、
山
本
庸

幸
）
は
10
月
20
日
、
「
公
務

員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」
に
つ

い
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の

意
見
と
し
て
上
告
を
棄
却
し
、

上
告
審
と
し
て
受
理
し
な
い

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

判
決
は
、
高
裁
判
決
を
、

憲
法
解
釈
に
も
法
令
解
釈
に

も
誤
り
が
な
い
も
の
と
決
め

つ
け
、
一
度
の
審
理
も
開
か

ず
、
門
前
払
い
す
る
も
の
で

し
た
。

国
公
労
連
・
鎌
田
書
記
長

は
直
ち
に
抗
議
声
明
を
発
出

し
ま
し
た
。

三
権
分
立
歪
め
る

戦
後
初
め
て
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
か
な
い
議
員
立
法

に
よ
る
給
与
改
定
・
臨
時
特

例
法
に
よ
り
、
２
０
１
２
年

４
月
か
ら
２
年
間
、
平
均
７
・

８
％
も
の
不
当
な
大
幅
賃
下

げ
を
強
行
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
審
・
二
審
の
不
当
な

「
結
論
あ
り
き
」
で
構
成
さ

れ
た
判
決
を
確
定
さ
せ
た
こ

と
は
、
司
法
の
最
高
機
関
で

あ
り
、
終
審
裁
判
所
と
し
て

の
最
高
裁
判
所
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
ま
す
。

政
府
と
国
会
に
寄
り
添
う

姿
勢
は
、
三
権
分
立
の
日
本

三
権
分
立
歪
め
る

戦
後
初
め
て
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
か
な
い
議
員
立
法

に
よ
る
給
与
改
定
・
臨
時
特

例
法
に
よ
り
、
２
０
１
２
年

４
月
か
ら
２
年
間
、
平
均
７
・

８
％
も
の
不
当
な
大
幅
賃
下

げ
を
強
行
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
審
・
二
審
の
不
当
な

「
結
論
あ
り
き
」
で
構
成
さ

れ
た
判
決
を
確
定
さ
せ
た
こ

と
は
、
司
法
の
最
高
機
関
で

あ
り
、
終
審
裁
判
所
と
し
て

の
最
高
裁
判
所
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
ま
す
。

政
府
と
国
会
に
寄
り
添
う

姿
勢
は
、
三
権
分
立
の
日
本

の
統
治
機
構
を
歪
め
る
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

上

告

理

由

上
告
に
あ
た
っ
て
、
私
た

ち
は
、
①
労
働
基
本
権
制
約

の
唯
一
の
代
償
措
置
で
あ
る

の
統
治
機
構
を
歪
め
る
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

上

告

理

由

上
告
に
あ
た
っ
て
、
私
た

ち
は
、
①
労
働
基
本
権
制
約

の
唯
一
の
代
償
措
置
で
あ
る

人
事
院
勧
告
に
基
づ
か
な
い

賃
下
げ
は
、
労
働
基
本
権
を

保
障
し
た
憲
法
28
条
違
反
と

判
例
相
反
で
あ
る
こ
と
、
②

議
員
立
法
で
一
方
的
に
引
き

下
げ
た
こ
と
は
、
内
閣
の
職

務
権
限
を
定
め
た
憲
法
73
条

４
号
違
反
で
あ
り
、
国
会
の

裁
量
権
の
逸
脱
で
あ
る
こ
と
、

③
「
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
法
理
」
と
同
等
の
基
準
、

「
必
要
性
・
合
理
性
」
の
基

準
、
「
団
体
交
渉
権
の
侵
害
」

人
事
院
勧
告
に
基
づ
か
な
い

賃
下
げ
は
、
労
働
基
本
権
を

保
障
し
た
憲
法
28
条
違
反
と

判
例
相
反
で
あ
る
こ
と
、
②

議
員
立
法
で
一
方
的
に
引
き

下
げ
た
こ
と
は
、
内
閣
の
職

務
権
限
を
定
め
た
憲
法
73
条

４
号
違
反
で
あ
り
、
国
会
の

裁
量
権
の
逸
脱
で
あ
る
こ
と
、

③
「
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
法
理
」
と
同
等
の
基
準
、

「
必
要
性
・
合
理
性
」
の
基

準
、
「
団
体
交
渉
権
の
侵
害
」

に
関
す
る
憲
法
28
条
違
反
と

憲
法
73
条
４
号
違
反
と
判
例

相
反
で
あ
る
こ
と
、
④
Ｉ
Ｌ

Ｏ
87
号
条
約
及
び
98
号
条
約

に
つ
い
て
の
解
釈
に
誤
り
が

あ
る
こ
と
、
な
ど
の
主
張
と

具
体
的
事
実
を
含
め
た
理
由

書
を
４
月
に
提
出
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
、

憲
法
判
断
を
行
う
よ
う
「
大

法
廷
回
付
に
関
す
る
意
見
書
」

を
、
最
高
裁
判
所
に
提
出
し

て
い
ま
し
た
。

に
関
す
る
憲
法
28
条
違
反
と

憲
法
73
条
４
号
違
反
と
判
例

相
反
で
あ
る
こ
と
、
④
Ｉ
Ｌ

Ｏ
87
号
条
約
及
び
98
号
条
約

に
つ
い
て
の
解
釈
に
誤
り
が

あ
る
こ
と
、
な
ど
の
主
張
と

具
体
的
事
実
を
含
め
た
理
由

書
を
４
月
に
提
出
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
、

憲
法
判
断
を
行
う
よ
う
「
大

法
廷
回
付
に
関
す
る
意
見
書
」

を
、
最
高
裁
判
所
に
提
出
し

て
い
ま
し
た
。

判
決
濫
用
許
さ
ぬ

判
決
が
確
定
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
こ
れ
を
濫
用
し
、

政
府
や
国
会
が
一
方
的
に
人

事
院
勧
告
に
よ
ら
な
い
賃
下

げ
を
強
行
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

私
た
ち
は
労
働
基
本
権
回
復

を
求
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措

置
が
〝
絵
に
描
い
た
餅
〟
と

な
ら
な
い
よ
う
、
政
府
・
人

判
決
濫
用
許
さ
ぬ

判
決
が
確
定
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
こ
れ
を
濫
用
し
、

政
府
や
国
会
が
一
方
的
に
人

事
院
勧
告
に
よ
ら
な
い
賃
下

げ
を
強
行
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

私
た
ち
は
労
働
基
本
権
回
復

を
求
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措

置
が
〝
絵
に
描
い
た
餅
〟
と

な
ら
な
い
よ
う
、
政
府
・
人

事
院
へ
の
追
及
を
強
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
公
務
員
労
働
者
を

事
院
へ
の
追
及
を
強
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
公
務
員
労
働
者
を

含
む
労
働
者
の
労
働
基
本
権

を
唯
一
、
明
確
に
保
障
し
て

い
る
の
は
、
憲
法
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
改
憲
勢
力
が
多

数
を
占
め
る
国
会
情
勢
の
な

か
で
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
に
全
力
を
挙
げ

て
い
き
ま
す
。

含
む
労
働
者
の
労
働
基
本
権

を
唯
一
、
明
確
に
保
障
し
て

い
る
の
は
、
憲
法
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
改
憲
勢
力
が
多

数
を
占
め
る
国
会
情
勢
の
な

か
で
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
に
全
力
を
挙
げ

て
い
き
ま
す
。

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
や
２
０
１
７
年
人
事
院

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
や
２
０
１
７
年
人
事
院

勧
告
の
改
善
部
分
の
早
期
実

施
、
大
幅
増
員
、
退
職
手
当

勧
告
の
改
善
部
分
の
早
期
実

施
、
大
幅
増
員
、
退
職
手
当

の
改
悪
阻
止
、
非
常
勤
職
員

の
賃
金
・
処
遇
改
善
な
ど
、

の
改
悪
阻
止
、
非
常
勤
職
員

の
賃
金
・
処
遇
改
善
な
ど
、

秋
年
闘
争
課
題
の
山
場
を
迎

え
て
い
ま
す
。
民
間
労
組
で

は
、
一
時
金
引
上
げ
の
重
要

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
要
求
を
実
現
す

る
た
め
、
全
労
連
・
国
民
春

闘
共
闘
等
は
11

月
８
日
、

「
17
秋
年
闘
争

11
・
８
中

央
行
動
」
を
開
催
し
ま
す
。

秋
年
闘
争
課
題
の
山
場
を
迎

え
て
い
ま
す
。
民
間
労
組
で

は
、
一
時
金
引
上
げ
の
重
要

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
要
求
を
実
現
す

る
た
め
、
全
労
連
・
国
民
春

闘
共
闘
等
は
11

月
８
日
、

「
17
秋
年
闘
争

11
・
８
中

央
行
動
」
を
開
催
し
ま
す
。

全
国
税
は
、
職
場
カ
ン
パ

な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

全
国
税
は
、
職
場
カ
ン
パ

な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

全
国
各
地
か
ら
組
合
員
が
参

加
し
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
組
合
員
が
参

加
し
ま
す
。

政
府
は
、
衆
院
選
後
の
首

相
指
名
選
挙
を
行
う
特
別
国

政
府
は
、
衆
院
選
後
の
首

相
指
名
選
挙
を
行
う
特
別
国

会
を
開
い
た
後
、
臨
時
国
会

の
召
集
は
見
送
る
方
向
で
調

会
を
開
い
た
後
、
臨
時
国
会

の
召
集
は
見
送
る
方
向
で
調

整
を
進
め
て
い
ま
す
。
仮
に

臨
時
国
会
が
開
か
れ
な
け
れ

ば
、
17
人
勧
に
よ
る
給
与
法

「
改
正
」
論
議
は
、
年
明
け

の
通
常
国
会
と
な
り
ま
す
。

と
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９
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に
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を
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し
ま
す
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二
）
交
渉
で
は
、
署

定
員
が
大
幅
減
少
（
平
成
12

年
度
の
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、
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の
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、

な
ど
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す
。
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